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はじめに

• 平成22年度　回復期リハビリテーション病棟をも
つ病院（回リハ病院) から登録医への脳卒中地域連
携クリティカルパス (パス) に診療報酬がついた!

• 回リハ病院に入院した脳卒中患者がどのようなとこ
ろへ退院しているのか実態は不詳



目　的

• 回リハ病院を退院した患者の実際の動向を調査!

• 効率的なパス運用に向けた問題点を明らかにする



対　象

• 横浜医療センターが主催する脳卒中地域連携の会、
「横浜脳卒中・リハ連携研究会 (Y-CIRCLE)」に所
属し賛同を得られた回リハ7病院で回リハを行った!

• 一定の調査期間に退院した脳卒中患者



方　法

• 前向き調査!

• 調査期間：平成24年6月1日から同年8月31日!

• 調査項目：年齢、性別、病型、日常生活機能評価点
数、退院時の認知機能、パス使用の有無、転帰、退
院時における紹介先
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日常生活機能評価表



日常生活活動評価表の分布

0

20

40

60

80

100

0～4 5～9 10～14 15～19 (点)
高い　　　　←　　　　自立度　　　　→　　　　低い

(人)



退院時の認知機能
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自宅退院以外の転帰
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退院時における紹介先
かかりつけ病院
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自宅退院できない理由
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脳卒中の病型別分析



自宅退院以外の転帰
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退院時における紹介先
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自宅退院できない理由

脳梗塞

脳出血
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当初の予定通り 脳卒中再発 合併症の発生
上記以外の介護環境の変化



認知機能別分析



連携パスの有無

認知症なく自立

認知症あり指示動作可能

認知症あり指示動作不能
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転　帰

認知症なく自立

認知症あり指示動作可能

認知症あり指示動作不能
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老健施設入所 療養病床転院 転棟 急性期病院転院
リハビリ病院転院



自宅退院以外の転帰

認知症なく自立

認知症あり指示動作可能

認知症あり指示動作不能
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療養病床転院 転棟 急性期病院転院 リハビリ病院転院



退院時における紹介先

認知症なく自立

認知症あり指示動作可能

認知症あり指示動作不能
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紹介元病院 新規病院 新規クリニック
かかりつけクリニック かかりつけ病院



自宅退院できない理由

認知症なく自立

認知症あり指示動作可能

認知症あり指示動作不能
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患者の回復不良 脳卒中再発 合併症の発生
介護者の意欲低下 周囲の人の反対 上記以外の介護環境の変化
当初の予定通り
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連携パスの有無
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退院時の認知機能
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紹介先別分析



脳卒中の病型

紹介元病院

かかりつけ医

新規医療機関
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連携パスの有無
紹介元病院

かかりつけ医

新規医療機関

0% 20% 40% 60% 80% 100%

なし 連携パス



多重ロジスティック 
回帰分析



自宅退院
項目 オッズ比 95%信頼区間
年齢 0.99 0.96 - 1.03

日常生活機能 0.74 0.66 - 0.83

脳梗塞 0.74 0.26 - 2.03

脳出血 1.21 0.37 - 4.00

クモ膜下出血 1.74 0.32 - 9.99

認知症なし 1.33 0.53 - 3.30

指示動作可能 1.11 0.39 - 3.14

地域連携パス 1.57 0.71 - 3.51



紹介元病院へ
項目 オッズ比 95%信頼区間
年齢 0.99 0.97 - 1.02

日常生活機能 0.93 0.81 - 1.06

脳梗塞 0.39 0.11 - 1.15

脳出血 0.22 0.06 - 0.70

クモ膜下出血 0.27 0.03 - 2.05

認知症あり 1.47 0.62 - 3.57

指示動作不能 1.75 0.37 - 9.41

地域連携パス 0.88 0.44 - 1.78



新規医療機関へ
項目 オッズ比 95%信頼区間
年齢 1.00 0.97 - 1.03

日常生活機能 1.13 0.97 - 1.32

脳梗塞 4.24 1.02 - 29.34

脳出血 7.95 1.80 - 56.90

クモ膜下出血 6.23 0.53 - 79.62

認知症あり 0.50 0.17 - 1.34

指示動作不能 0.15 0.01 - 1.26

地域連携パス 0.71 0.32 - 1.56



結果のまとめ
• 地域連携パスは38%に発行されていた。!

• 退院後の転帰は、自宅退院183例 (71%)、有料老人ホーム
20例、特別養護老人ホーム2例、その他施設入所2例を合わ
せた自宅退院扱いは207例 (80%) 、介護老人保健施設19
例、急性期病院17例、療養型病院6例、回リハ病院1例、転
棟8例、不明1例であった。!

• 退院時の紹介先は、紹介元病院130例 (47%)、新規医療機
関51例、かかりつけ医23例であった。



結　論

• 自宅退院の独立した寄与因子は日常生
活機能評価


